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令和元年（2019 年）７月 28 日

と
し
て
、
地
域
交
通
の
問
題
を

し
っ
か
り
と
解
決
し
て
い
く
。

議
員　

交
通
開
放
後
、
抜
け
道

と
し
て
生
活
道
路
へ
の
車
の
流

入
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
安
全

対
策
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長　

開
通
後
の
交
通
等
を
確

認
し
、
都
と
三
鷹
警
察
署
と
連

携
し
て
必
要
な
対
策
を
行
う
。

議
員　

今
後
の
道
路
建
設
で

は
、
市
の
考
え
を
尊
重
す
る
よ

う
都
に
強
く
要
望
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

外
郭
環
状
道
路
等
広
域
ま
ち
づ

く
り
担
当
部
長　

都
が
進
め
る

幹
線
道
路
の
整
備
で
は
、
地
域

の
市
民
を
は
じ
め
、
市
全
体
の

交
通
環
境
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

を
改
め
て
働
き
か
け
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
台
駅

舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
増
設
等
に

つ
い
て
／
宮
下
橋
周
辺
の
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て

る
。
情
報
提
供
や
説
明
が
遅

く
、
地
域
に
寄
り
添
う
姿
勢
が

足
り
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
都
と
同
様
に
本
市
も
責
任

を
負
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

議
員　

区
部
の
道
路
部
分
に
つ

い
て
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

適
用
さ
れ
た
が
、
市
部
に
つ
い

て
は
適
用
外
に
な
っ
た
こ
と
に

対
す
る
基
本
的
見
解
を
伺
う
。

市
長　

同
一
路
線
の
事
業
に
お

い
て
事
業
主
体
が
異
な
っ
た
こ

と
で
、
住
民
に
混
乱
や
迷
惑
を

か
け
た
と
考
え
る
。
市
の
責
務

合
流
化
及
び
市
道
183
号
線
と
の

交
差
点
化
は
行
わ
れ
ず
、
開
通

に
至
っ
た
。
見
解
を
伺
う
。

市
長　

地
元
住
民
が
納
得
で
き

て
い
な
い
状
況
と
認
識
し
て
い

月
程
度
で
交
付
し
て
い
る
。

議
員　

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
、
他

の
地
方
公
共
団
体
と
の
情
報
連

携
の
仕
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長　

申
請

手
続
に
必
要
な
情
報
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
照
会
す
る
仕
組
み
で
あ

り
、
全
国
の
自
治
体
で
税
や
福

祉
等
の
事
務
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
添
付
書
類
の
提
出
が
不
要

と
な
る
な
ど
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

議
員　

他
の
地
方
公
共
団
体
に

提
供
し
た
情
報
が
漏
洩
す
る
可

能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長　

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
シ
ス
テ
ム
は

議
員　

三
鷹
都
市
計
画
道
路

３
・
２
・
２
号
（
東
八
道
路
）

の
う
ち
、
杉
並
区
高
井
戸
五
丁

目
か
ら
三
鷹
市
牟
礼
二
丁
目
ま

で
の
区
間
が
、
人
見
街
道
と
の

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
、
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実

現
や
国
民
の
利
便
性
の
向
上
、

行
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の

社
会
基
盤
と
な
る
。
平
成
30
年

度
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
発
行
状
況
と
今
後
の

普
及
促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

平
成
30
年
度
末
で
交
付

枚
数
は
３
万
631
枚
、
交
付
率
は

16
・
33
％
と
な
っ
て
い
る
。
国

と
連
携
し
、
一
層
の
交
付
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

か
つ
て
は
申
し
込
み
か

ら
発
行
ま
で
２
カ
月
程
度
要
し

て
い
た
。
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長　

３
月
か
ら
５
月
上

旬
の
繁
忙
期
を
除
き
、
約
１
カ

っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

職
員
が
、
ク
レ
ー
ム
等

を
恐
れ
な
が
ら
働
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ク

レ
ー
ム
対
応
の
研
究
、
研
修
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

総
務
部
長　

ク
レ
ー
ム
対
応
研

修
や
、
窓
口
職
場
に
て
勉
強
会

を
設
け
て
い
る
。
公
平
・
公
正

な
業
務
執
行
と
職
員
を
ス
ト
レ

ス
か
ら
守
る
た
め
、
今
後
も
研

修
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

職
員
の
仕
事
量
に
つ
い

て
は
、
過
度
な
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
仕
事
量
の
適
正
化
に
つ

い
て
、
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

副
市
長　

業
務
の
見
直
し
等
に

よ
り
時
間
外
勤
務
は
減
っ
て
い

る
が
、
業
務
量
と
適
正
な
人
員

配
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
今
後

は
Ａ
Ｉ
等
の
導
入
も
含
め
働
き

方
改
革
を
進
め
る
。

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見

直
し
と
新
た
な
交
通
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
研
究
を
深
め
て
い
く
。

議
員　

決
め
ら
れ
た
ダ
イ
ヤ
で

は
な
く
利
用
者
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
合
わ
せ
て
ル
ー
ト
を
変
え
な

が
ら
運
行
す
る
、
Ａ
Ｉ
活
用
型

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
の

可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

国
や
他
自
治

体
で
様
々
な
社
会
実
験
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、

本
市
の
地
域
特
性
等
を
考
慮
し

た
上
で
、
バ
ス
に
限
ら
ず
研

究
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
と
確
保
に

つ
い
て

金
・
情
報
の
流
れ
の
仕
組
み
を

築
く
こ
と
で
、
新
た
な
に
ぎ
わ

い
の
拠
点
を
創
出
で
き
る
と
考

え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

市
内
全
体
の
商
店
と
調

整
し
集
客
の
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
で
、
都
市
農
業
、
商
工
業
の

振
興
や
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

創
出
等
の
効
果
が
期
待
で
き
る

拠
点
と
な
り
得
る
と
考
え
る
。

議
員　

道
の
駅
の
設
置
間
隔
は

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
さ
れ

て
お
り
、
設
置
に
向
け
た
検
討

を
早
急
に
開
始
す
べ
き
と
考
え

る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

周
辺
の
住
宅
地
へ
の
影

響
等
も
含
め
、
問
題
を
し
っ
か

り
議
論
し
、
実
現
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
交
通

空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
ル

ー
ト
の
見
直
し
は
あ
る
か
。

市
長　

市
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
、
ル
ー
ト
全
体
の
見
直
し

を
行
い
、
交
通
不
便
地
域
の
解

消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

２
０
２
５
年
に
は
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

る
。
高
齢
化
率
の
高
い
地
域

で
、
買
い
物
を
困
難
と
感
じ
る

市
民
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

高
齢
化
率
が

高
い
と
言
わ
れ
る
地
域
と
、
交

通
不
便
地
域
の
関
係
性
を
検
証

議
員　

道
の
駅
は
、
安
全
で
快

適
な
道
路
環
境
の
提
供
と
、
地

域
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
。
従
来
は
郊
外
に
立
地
す

る
立
ち
寄
り
型
が
主
流
で
あ
っ

た
が
、
近
年
で
は
道
の
駅
自
体

が
目
的
と
さ
れ
る
都
市
型
の
道

の
駅
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
都

市
型
の
道
の
駅
が
も
た
ら
す
効

果
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

市
長　

来
訪
者
が
増
え
る
な
ど

従
来
型
の
効
果
に
加
え
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
や
市
民
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
、
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
、
雇
用
機
会
を
増
や

す
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。

議
員　

東
八
道
路
沿
い
に
道
の

駅
を
整
備
し
、
人
・
モ
ノ
・

議
員　

ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
る
。
本
市
の

公
用
車
に
も
自
動
ブ
レ
ー
キ
シ

ス
テ
ム
等
を
搭
載
し
た
サ
ポ
カ

ー
を
導
入
す
べ
き
だ
。

市
長　

５
月
末
現
在
で
100
台
中

９
台
は
サ
ポ
カ
ー
だ
。
段
階
的

な
導
入
を
早
期
に
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

交
通
安
全
対
策
を
推
進

す
る
上
で
、
都
や
警
察
と
今
ま

で
以
上
の
連
携
等
が
不
可
欠
で

あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

一
層
の
連
携

を
進
め
、
交
通
安
全
対
策
等
の

向
上
に
取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
自
衛
隊
と
の

連
携
に
つ
い
て
／
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
と
の
連
携
に
つ
い
て

る
方
策
を
模
索
し
て
い
く
。

議
員　

成
人
が
集
う
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
喫
煙
所
を
設
置

し
、
全
て
の
市
民
が
集
い
や
す

く
す
べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

指
定
管
理
者
等
の
意
向

を
尊
重
し
な
が
ら
協
議
等
を
行

い
、
施
設
の
特
性
や
利
用
状
況

に
応
じ
た
対
応
に
努
め
る
。

議
員　

市
内
飲
食
店
が
喫
煙
室

を
設
置
し
た
際
の
市
独
自
の
補

助
金
制
度
が
必
要
と
考
え
る
。

所
見
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

東
京
都
に
お

け
る
補
助
制
度
が
充
実
し
て
お

り
、
他
の
補
助
金
と
の
併
用
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
市
独
自
の
補
助
制
度
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

議
員　

三
鷹
駅
前
デ
ッ
キ
の
喫

煙
所
に
つ
い
て
は
屋
根
付
き
で

完
全
分
煙
に
す
る
こ
と
が
喫
煙

者
・
非
喫
煙
者
双
方
に
必
要
と

考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

路
上
喫
煙
や
歩
き
た
ば

こ
を
抑
制
す
る
条
例
の
整
備
を

図
り
規
制
を
強
化
す
る
こ
と

や
、
分
煙
可
能
な
環
境
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

市
内
商
店
街
に
お
い
て

空
き
店
舗
等
を
活
用
し
た
完
全

分
煙
の
喫
煙
所
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

商
店
会
等
と

も
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
店

舗
等
の
喫
煙
室
の
設
置
状
況
や

国
等
の
動
向
等
を
注
視
し
、
喫

煙
者
・
非
喫
煙
者
が
共
存
で
き

議
員　

右
折
車
が
横
断
中
の
歩

行
者
等
に
衝
突
す
る
事
故
は
多

い
。
歩
車
分
離
式
信
号
や
右
折

専
用
信
号
の
設
置
は
事
故
防
止

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

信
号
規
制
で
円
滑
な
交

通
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
市
民
意
見
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
交
通
管
理
者
と
協
力
し
、

交
通
安
全
対
策
を
進
め
た
い
。

議
員　

市
内
の
狭
い
都
道
で
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防
護
柵
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

り
不
安
だ
。
都
道
へ
の
防
護
柵

設
置
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　

都
や
交
通
管
理
者
と
協

議
し
な
が
ら
、
防
護
柵
設
置
の

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

市
民
満
足
度
向
上
の
た

め
に
は
、
市
長
が
市
民
の
思
い

や
現
状
を
し
っ
か
り
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
だ
。
そ
れ
に
は
、

職
員
の
意
見
を
理
事
者
が
受
け

止
め
る
体
制
、
新
人
職
員
か
ら

市
長
ま
で
自
由
に
発
言
で
き
る

環
境
が
重
要
と
考
え
る
。
市
長

が
考
え
る
職
員
像
を
伺
う
。

市
長　

自
由
な
議
論
が
さ
れ
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
職
員
も

市
長
も
意
識
を
高
め
、
覚
悟
を

も
っ
て
様
々
な
会
議
等
に
臨

み
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
か

一

般

質

問

　

６
月
６
日
、
７
日
の
本
会
議
で
、
21
人

の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。

受
動
喫
煙
の
な
い
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち

三
鷹
の
実
現
を

令
和
山
桜
会

�
�沼
　
德
人
　
議
員

交
通
安
全
対
策
を
進
め

市
民
の
命
を
守
れ

令
和
山
桜
会

渥
美
　
典
尚
　
議
員

交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を

令
和
山
桜
会

池
田

　
有
也

　
議
員

風
通
し
の
良
い
職
員
体
制
で
更
な
る

市
民
満
足
度
の
向
上
を

令
和
山
桜
会

伊
東

　
光
則

　
議
員

都
市
計
画
道
路
整
備
に
対
し

主
体
的
に
働
き
か
け
よ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ

吉
野

　
和
之

　
議
員

都
市
型
の
道
の
駅
を
設
置
し
新
た
な

に
ぎ
わ
い
拠
点
と
せ
よ

令
和
山
桜
会

土
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